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太田川総合開発事業（測量・調査等）の進捗状況について 

１．地質調査の進捗状況について 

２．陸域動物（爬虫類・両生類、鳥類）調査について 

４．安芸太田事業推進室  

現地調査の相談/要望/問合せ等はこちらまで 

［業務時間］ １０：００～１６：００ 
［休  日］  土日祝祭日 
［駐車場］  建物沿いに３台程度 
［場  所］  広島県山県郡安芸太田町 

大字遊谷字小原 360-1 

（☏ 0826-2２-６７７１） 

平素より国土交通行政につきまして、格別のご理解とご協力を頂き厚くお礼申し上げます。 

地質調査では今年度予定しているボーリング調査の現場作業は終了したところです。 

続いて、弾性波探査を積雪の状況を踏まえて実施する予定ですが、降雪により測量などの事前調査が完

了していません。調査箇所付近の皆様には調査会社より改めて調査日等をお知らせしますのでご協力をお

願いします。 

太田川上流域（滝山川合流点まで）における爬虫類・両生類及び鳥類の現生息種、生息状況等の調査を

行います。 

（１）爬虫類・両生類調査【２～３月頃調査予定】 

目撃法・・・調査範囲を歩きながら、生息する種を目視（カエル類等の鳴き声、ヘビ類のぬけがらを含

む）により確認します。 

捕獲法・・・調査範囲を歩きながら、生息する種をタモ網等により捕獲します。 

トラップ法・・・カメ類には、カメトラップを用いて生息の可能性のある場所に設置します。 

           設置場所は、流れの緩やかな場所、ワンド・たまり、水路等のカメ類の生息するような 

           場所で、設置期間は１晩とします。 

（２）鳥類調査【２月１２－１４日調査予定】 

ルートセンサス法・・・調査範囲を歩きながら双眼鏡等を用いて周辺に出現する鳥類の姿または鳴き 

声によって確認します。 

定点センサス法・・・調査範囲に設定した調査定点において、双眼鏡、望遠鏡等を用いて周辺に出現 

する鳥類の姿または鳴き声によって確認します。 
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